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中国の鉱物資源①一坊岩鉄鉱鉱床一

宿原舜三(鉱床郡)

ShunsoIs亘I亘ARA

まえがき

中国の地質は実に複雑である.島弧に住む私達から

みればとくにそのようにみえる.内陸部では東西系

のリニアメントカミ発達し沿岸部では北東系に平行に諸

現象が変化する･数多くの先カンブリア時代の大陸地

塊が地質時代を通じてぎしぎしと動き合ったものと思

われるカミその構造発達吏は北米大陸のような単純なも

のではないらしい.陸成層の発達が顕著で全体とし

て非常に大陸的である.したがって産出する鉱物資

源も日本と異なる多くの特色カミある.

鉱物資源にはその産出する環境によって特徴的な鉱

物種があらわれる.私達の生活基盤を支える鉱物資源

を確保するためにはそれぞれの特徴を充分に把握して

鉱物資源の生れと育ちを加っておく必要性カミある.そ

のよう狂目的のために工業技術院の国際研究事業(IT･

IT)では中国地質部との間に火山岩深成岩に伴う鉱

物資源の研究を昨年度に発足させた.ここに紹介する

野岩鉄鉱床は昨年度の調査研究に基ずくものである.

この種の鉱床は日本ではみられず世界的にも例が少な

い特異なものであって興味深い.

中国の鉄鉱業

中国の鉄鋼生産には原料供給面で日本とは違った著

しい特色カミある.我国では鉄鉱石をほぼ全面的に海外

鉱石特に遠隔地に依存しているために製鉄所は海岸沿

いに設置されるカミ中国では地域独立制カミとられている.

したカミって中国最大の鉄工業地帯である東北部の鞍山

(年間粗鋼生産量1,500万トン級)では近くの先カンブリ

ア時代の縞状鉄鉱を用いるし第3位の北京工業地帯

(400万トン級)では北京東方約100km翼夷地区の縞状

鉄鉱が使用されている.

中国の鉄工業の今一つの特徴は粗鉱生産量約100万

トン級の小規模工場カミ各地に散在して作られている点で

ある.ここで解説する揚子江下流域にも上海(500万

トン級第2位)馬韓山(100万トン級)などカミあり主に

近くの野岩鉄鉱鉱石を使用している.さらに上流の武

漢地域(250万トン級)では著名な太治鉄山のスカルン鉱

写真1馬鞍山近くの揚子江風景.

石を利用している.

揚子江流域の鉄鉱床はスカルン型野岩型などである

がいずれも高品位である利点がある.一方縞状鉄

鉱床は鉱量は大きいものの低品位であって中国は若干

の高品位鉱石をオｰストラリアを中心に輸入し品位の

上昇につとめている･1979年の国内鉄鉱石推定生産量

は7,500万トンであった(以上数字はいずれもMinera1Year･

book1978-79による)･

馬鞍山工業地帯は南京の南南西方直距離53km

ヤソツイチアンチ7ソチフソ

揚子江(長江)に面(写真1)する平地にある.その

江岸ではかつて李白(701-762年)カミ酒を手に詩をうたっ

たように(写真23)風光明媚な所である.しかし

鉄鉱石の発見により一大工業都市が内陸部に造られた.

街は高炉からの炎と共に白煙カミたなびき(写真4)通り

は3交代性の労働者のために人々があふれ非常に活気

にみちている.

星ソウｰ

この地域の鉄鉱床は中生代の寧蕪火山盆地に位置して

ウｰ

いる･この名は馬鞍山のさらに南に西方40kmの蕪

(売)湖がっての首都南京の旧名である寧(守)に由来

するものである.盆地北東部の鉱床からの鉱石は上海

へ送られ南西部のものは馬鞍山で溶解される.一部

の鉱床(鳳恩山吉山など)は戦前から知られていたカミ

(謝1936)潜頭鉱床は独立後の探査活動で発見された.

鉱床の規模は数億トン程度で潜頭鉱床として発見され

メイサソ

た梅山鉱床は鉱量約3億トン品位40%Fe以上である.

鉱床の一部には黄鉄鉱燐灰石が多いことカミありこれ�
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図1

揚子江摺曲帯東部の地質構造図.

1､中性火山岩類2.中一酸性火山岩類3.酸性火山岩類4.象山群同相当層5.黄馬青組同相当層6.震旦系～

中部三畳系7-8一先震旦系基盤9.中生代火山岩盆地10.中部三畳系の背斜向斜軸11｡深部断裂!2.大断裂

ユ3.地塊の運動方向14.断層の横ずれ方向(以下の図表は図3を除きすべて寧蕪研究小組1978より引用)｡

らの鉱石は粉末後磁選にかけられて選別され黄鉄鉱は

硫酸の原料燐灰石はそのまま肥料として用いられる･

寧蕪盆地の火成活動

中国の中央部揚子江の河口から上流部にかけて幅約

500kmほぼ東西に走る構造帯がある.これは揚子江

摺曲帯と呼ばれ先震旦紀(先カンブリア時代)の諾岩石

を基盤とする陥没盆地に後震旦紀～三畳紀の海成ある

いは陸成相が堆積し印文期～早期燕山期の火成活動カミ

生じたものである.この火成作用は著しい銅鉄など

の鉱床をもたらした.有名な大冶銅陵安慶城門

山などの鉱床はいずれもこの摺曲帯の東部すなわち

揚子江中～下流域に分布する(図1)･

この下流域では北側に准隔地塊南側に江南地軸と

呼ばれる先震旦系基盤カミあってその間にN50他方向

の軸を持つ構造的陥没盆地か西から東へ漸次発達した.

写真2

李白記念館にある李白を偲ぶ絵画.

写真3李白が座したジュラ紀象山群の堆積岩露頭･�
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陥没盆初期の堆積物は主として下～中部三畳紀石灰岩

(青竜組層厚500m以上)上部三畳紀砂岩頁岩(黄馬青組

層厚500ト800㎜)などである･ジュラ紀に入ると下～
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図2上部三畳紀下一中部ジュラ紀上部ジェ｡ラ紀の堆積盆.

中･下図凡例:1.露頭部2｡堆積範囲3.盆地縁辺不整

合(1)実際(2)推定4.摺曲山系(1)向斜(2)背斜5.

地層の厚さ(m).

中部ジュラ紀砂岩層(象山群層厚1,500m)が厚く発

達しこれは最初海成であり海成･陸成相互層を経て

陸成相に変化する.上部ジュラ紀の礫岩･泥灰岩･砂

岩類(酉横山組層厚ユ,000m以上)は紫紺色砂岩や若干

の安山岩質凝灰岩類を爽み火山活動のはしりが認めら

れる(図2)･

以上の堆積岩層の関係はいずれも整合的であり浅海

性堆積盆に近傍の基盤から連続的に静か放堆積作用カミ続

いたものと思われるカミ西横山組の堆積以後著しい構

造運動カミ生じ断裂帯に治ってマグマが吹出し環境は

一変した.

この環境変化は南北方向に押された広域的構造場の変

化に起因するものと思われとくに東側で南から北方へ

の衝き上げが著しかったものと思われる.したがって

摺曲帯には三畳紀～ジュラ紀堆積岩類に摺曲山系が生じ

(図2)さらに北東と北西方向の多数の断層群カ溌達し

たものと思われる(図1).断層に規制されて噴出した

火山岩類は不整合関係で酉横山組堆積岩類を覆う.

全層厚は2,500㎜以上に及び1,500km2の地域に認め

られている.この火山岩類は下位から竜(老)王山

タｰロンサソクｰサソ星ヤン星ヤソサソ

大王山姑山娘娘山の4グルｰプに分けられた･

それぞれの頭文字をとると竜大明娘であり娘さん

(胡娘)の名前となるようた粋な計いがなされている.

これら火山岩類は一般に苦鉄質であり海岸部の福建

火山帯の諸岩石と異っている(陸1982).翁･王(1981)

タソチエソルチアン

は北北東系の深部断層である郊域一魔法断裂に近い塵江

一概陽および寧蕪盆地ではシリカ含有量が低く主に安山

岩類から匁ゆ南京南東方の漢水では中間海岸部の新

江省の火山岩類では高く流紋岩類から構成される点を

指摘している(図3)一

竜王山火山岩類は盆地の東縁部に分布し大王山火山

岩類はその西側から盆地のほぼ全域に分布する･同時
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のシリカ含有量(翁･王1981原図)｡�
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期と思われる深成岩一半深成岩(中国名の次火山岩)カミ小

規模ストックとしてこの火山岩分布域に貫入して点

在する(図4).姑山と娘娘山火山岩類は盆地のほぼ中

心に局部的に認められ伴われる深成岩類も同じ｡地域に

小岩体として点在する.

竜王山層(上部ジュラ紀)は層厚的500m下位より

(1)紫褐色凝灰角礫岩(2)黄白～紫灰色溶岩一部角礫化

溶岩(3)紫色砂岩黄褐色溶岩角礫凝灰岩互層からな

る.岩質は角閃石含有玄武岩質安山岩～安山岩粗面

岩質安山岩などから狂りカリウムに富みアノレカリ岩的

な性格を持つ.

大王山層(ジュラ紀一白亜紀)は約g50mの層厚を有し

最下位に凝灰質砂岩頁岩層を伴い中部は厚い黄白～淡

紫灰色の溶岩と角礫溶岩であり最上部は凝灰岩溶岩

火山角礫岩の互層である.岩質は主に黒雲母一普通輝

石玄武岩質安山岩～安山岩で一部は粗面岩質である｡

竜王山と類似するが大王山の方カミナトリウムに富んで

いる.

姑山層(下部白亜紀)は層厚290m下部で砂泥礫岩

凝灰角礫岩などの互層上部は溶岩火山角礫岩に一部

写真4夕闇せまる馬鞍山市､

写真5火山盆地内の地形.露出は悪く野外調査にはト

レンチ試錐などが用いられた.

凝灰岩が爽在する.下位の2層群とは不整合関係で

基底礫岩には礫として花開閃緑岩と鉄鉱石が含まれて

おり後述の玲岩鉱鉱はこの時期にすでに形成･削剥さ

れていた形跡カミある｡岩質的には前2者より珪長質で

角閃石黒雲母と主に石英普通輝石の瑳晶を含み

安山岩～デイサイト質である.

娘娘山層は層厚880m下部は白榴石を含むフォノラ

イト溶岩角礫岩凝灰岩で特徴ずけられ上部は溶結

凝灰岩(写真6)が特徴的で凝灰角礫岩を爽む.こ

の時期の火山岩は白榴石ソｰダライトなどの準長石

エジリン輝石一普通輝石を含むアルカリ粗面岩フォノ

ライトから構成され他時期の火山岩類と著しく異なっ

ている.

娘娘山層の火山岩類は娘娘山(写真7)の西側カミ標式地

でここでは北東一南西6km北酉一南東3.5kmのカ

ルデラ(陶ら1978)をみたして産出する(図5)火山岩

類は中心に向って傾斜し最末期の溶岩噴出後も中心が

陥没したことが明らかである｡カルデラの中心部には

北北西走向の銅鉱脈が走りこれは1976年まで稼行採掘

された.カノレデラ内に産出する点で日本の足尾鉱山

写真6娘娘山カルデラの主要部を占める溶結凝灰岩.

灘灘灘灘.､

写真7娘娘山.岩石は最上位の溶岩からなる.�
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に類似している.

鉱脈は一般に幅2-3血最大22m

深さ300m(最大500m)の規模を有し

化作用が認められたと言われる.

(i)金一黄銅鉱一石英脈(主要鉱脈)

(ii)菱鉄鉱脈(石英脈と平行)

(iii)重晶石脈

(iV)玉髄脈

走向延長約3km

次の5時期の鉱

(V)後期炭酸塩鉱物脈

以上の各時期の火山岩類に付随して貫入活動がみられ

るカミ組成的にも火山岩類と対応する､すなわち竜

王山期後の玄武岩質安山岩野岩粗面岩質斑岩大王山

期の斑紡岩一閃緑岩と同質斑岩姑山期の安山岩質野岩

とデイサイト質野岩娘娘山期の白榴石珪岩(写真8)と

エジリンｰ普通輝石粗面岩質斑岩などである.
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斑岩類のアルカリライム指数.�
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表1寧蕪盆地における火山岩貫入岩鉱化変質岩のK-Ar年代･

時

期

娘

娘

山

姑

大

王

山

竜

王

山

地

域

北都11

中部

北部

中部

南部1

北部1

中部

南部

申部

火山岩

岩石名

梅山粗面岩質デイサイト

娘娘山フォノライト

銅井フォノライト質溶結角

礫岩

梅山石英安山岩

同上

蕉子山安山岩

竜王山粗面安山岩

姑山安山岩

梅山含黒雲母安山岩

七里尖粗面安山岩質角礫溶

岩

小丹陽南粗面岩黒雲母

竜王山粗面安山岩質角礫溶

岩

年令

(100万年)

��

��

���

���

��　

�㌮�

���

���

���

���

��㌀

���

半深成

岩

岩石名

南山釆坑閃緑扮岩

錦井大粟村閃長岩

銅井鋤村粗面斑岩

銅井白榴石斑岩

臥几闇閃緑扮岩

凹山閃緑扮岩

慈湖閃緑扮岩

錬九アルバイト閃緑岩

白象山閃緑岩

年令

(100万年)

���

����㌀

��

���

�㌮�

���

���

���

���

鉱化変質岩

岩石名

銅井大栗村カリウム長石

脈

同左磁鉄鉱輝石鉱石

吉山同上鉱化閃緑扮岩

陶村磁鉄鉱一アルバイト

化閃緑扮岩

同左変質金雲母

前錬山変質金雲母

同左変質金雲母

年令

(100万年)

��

���

���

���

������

���

���

*11Rb-Sr年令

これら玲岩類はシリカ53-54%付近に最も高い集中度

を示し後期ほどアルカリ･ライム指数カミ高い傾向を示

す(図6).鉄鉱床は主として大王山期の苦鉄質でやや

ナトリウムに富む斑編岩一閃緑岩と同質扮岩に伴われる.

姑山期の末期から娘娘山期の初期にかけて(!07-94

M･)花簡岩類の活動がある.これらも直径数km程

度の小岩体でモンゾ花闇岩～アルカリ花闇岩からなり

一部は石英に乏しく閃長岩質である.

以上の火成活動に関するK-Ar年代測定結果を表1に

示す.ほとんどは全岩試料について実施され鉱床産

試料には金雲母とカリウム長石で測定された･火山岩

の年代は竜王山の127Maから娘娘山末期の91Maに

かけて若くなり半深成岩類もほぼ対応する年代を示す･

鉱化物質では鉄鉱床の母岩が北部の梅山鉱床で117Ma

前後中央部の陶村鉄鉱床のアルバイト化岩で105Ma

南部の鉄鉱床産の金雲母で106MaしかしRb-Sr年

代では94Maが得られている.また銅鉱脈のカリウ

ム長石は73Maであり鉄鉱化作用とは全く異なる時期

の産物であることが明らかである.

娘娘山期の火山活動の終了後不整合関係でレッドベ

ッドが堆積する.主に白亜紀最末期のもので下伎¢)

浦口組は層厚460m紅色砂岩含礫砂岩礫岩放どか

らなり石膏薄層を爽む(写真9).上位の赤山組は紅

色でより細粒の砂岩から放り斜層理の発達が顕著である･

古第三紀は浸食期に当り中新世以後若干の砂礫粘

土層と局部的にかんらん石玄武岩の噴出があって現在に

至っている｡

写真9粗い礫を含む白亜紀紅色砂岩層と醇虎氏｡�
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十/東部,梅山一

/鳳鳳山地区

一

＼/命1

匁∴

/i7曾山`'

�

�

固鉄鉱床ρΨ

一

[≡1扮岩類/

一

口深部断層/

□断裂(火山岩も切る)

㌻､/

＼!

＼!

＼/

＼/

鳳風山導へ

紬

℀

一

四黄鉄鉱鉱床/

一

図7主要な鉱化王分岩体の分布と構造規制.

玲岩鉄鉱鉱床

野岩鉄鉱鉱床は安山岩質の小貫入岩体である斑岩の頂

部接触面周辺の火山岩を主とする母岩中に産出する

磁鉄鉱一赤鉄鉱鉱床である.前2者が巨大な鉱床の場

である.玲岩類の貫入は大王山期末期のもので広域

断層の規制をうけている(図7).

斑栃閃緑玲岩

玲岩の形態は緩傾斜層状レンズ状きのこ状などの

様々たものからなる｡堆積岩に貫入する場合には境界

カミシャｰプでホノレンフエルス帯を伴うが安山岩質岩

の場合には境界が不明瞭で漸移相が認められることが

ある.

斑岩は厳密には斑編閃緑野岩と斑紡閃緑岩とからなり

前者が浅所後者が深部相として移化する場合が多い.

最も完晶質な後者においても構成鉱物は1.5mm程度

で一般の深成岩とは肉眼的にか次り異たり非常に細

粒である･斑紡閃緑野岩も肉眼的に完晶質であり斑

状構造も目立匁いカミ中国側の研究によると鏡下で黒帯

構造の著しい石灰質斜長石と透輝石一普通輝石または頑

火輝石一普通輝石組成の輝石類が65-90%を占め石基は

亜輝緑岩組織の斜長石と普通輝石とからたる.

野岩類は野外でx=1,500×10■6em!冨仁達する帯磁

率を示し明らかに磁鉄鉱系に属する封この点は火山

岩についても同様で新鮮な火山岩類は竜王山から新第

三紀の玄武岩まで著しく高い帯磁率を示す邊多量の

磁鉄鉱の存在は化学分析値の高いFe.O｡/FeOにもあら

われている.

､＼中部･馬鞍山地区､

氷＼

､篶

幸二

､

キ､

010㎞

斑紡閃緑野岩18個の平均値は下記の値を示す(重量%).

卩���

����

�㈰㌱�　

䙥㈰��

䙥〳�

�住�

�〳�

�〵��〵�㌀

�㈰����㌀

K202.4H20(十)1.5

合計99.3

この鉱化関係野岩では高い酸化状態のほかNa･o/K2

0≒2に達するナトリウム質であることが特徴的であ

る･このマグマ期における性格が後マグマ期グ)著しい

アルバイト変質にも継続して及んだものと考えられる.

この野岩の固結は地表下王｡5～2kmの浅所であろうと一

般に思われている(寧蕪研究小組1978)出

鉱床のタイプ

メイサソフソホアソサン寺アソサソ

鉱床は盆地北部の梅山一風風山地区馬転中市東南東

写真10鳳鳳山と鉱山の人員立坑･右端は日本語が得意

な金准氏.�
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図8

梅山鉱床の東西断面図.

1.凝灰岩2.黒雲母一普通輝石安

山岩3｡凝灰質角礫岩4.普通輝

石一黒雲母安山岩5.礫岩6一透

輝石含有アルバイト岩7.フェテ

ロバイトｰアンドラタイト(以上石

榴石)一アリアライト(柱石)岩

8.方解石一透輝石岩9.塊状高品

位鉄鉱10.鉱化角礫岩11｡磁鉄

鉱鉱染鉱12.黄鉄鉱一石英一炭酸

塩岩13.カオリン化14｡珪化

15.安山岩/扮岩境界16｡断層.

鰯･回1･国11区11･囚1･□1･口1･lZl･

写真11吉山の露天掘り風景(1981年10月).

写真12梅山坑内一200mLにおける角礫状鉱石と張南海氏.

写真13鳳鳳山坑内一150mLにおける縞状鉱石.

写真14田山の露天掘り風景(1981年10月).�
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方約14kmの田山地区盆地南端部の錬姑山地区の3地

域に集中的に産出する.これらのうち筆者が見学した

ものは北部地区で坑内堀りの巨大鉱床である梅山露

天掘り(表紙参照)と坑内堀りの鳳嵐山(写真10)露天掘

りの吉山の各鉱床である.梅山は野岩の最頂部に鉱床

カミある理想的なもので鳳嵐山は野岩の北西縁に沿って

壁岩との間に約40｡傾斜で鉱床が続くものである.吉

山(写真11)の鉱床は野岩中にみられ安山岩直下の塊状

鉱体のルｰツカミ残存していると思われるものであった.

梅山鉱床はルｰフの角礫安山岩や凝灰岩を爽む黒雲母

普通輝石安山岩に野岩が貫入する所で安山岩中に多く

が一部カ粉岩中に胚胎するレンズ状一部脈状の鉱床

である(図8)｡変質作用が著しく透輝石化石榴石

化柱石化アルバイト化緑簾石化緑泥石化黄鉄

鉱化珪化カオリン化炭酸塩化在どをうけるが基

本的な鉱物組合せは石榴石一透輝石一燐灰石一磁鉄鉱

である･磁鉄鉱は塊状角礫状(写真12)斑点状など

に産し二次的な赤鉄鉱化が顕著である.黄鉄鉱が多

く少量の閃亜鉛鉱と方鉛鉱もみられ硫黄含有量は一

般に3%S高品位鉱で2.2%S燐は0.4%P.O｡との

ことである.

Eヨ激灰岩

〔コ安山岩獅

[コ閑緑珊岩脈

[;ニコ斑栃コ1大j緑三分岩

E憂石英一銑鉄鉱阯派

慶黎商品位鉄鉱

E:コ山一肌舳位鉄鉱

目褐鉄鉱脈

E1ヨ黄鉄鉱化帯

[≡コ秘鉄鉱脈

E日割目

E三]直交割口

Eヨ勇断舳1

藺網状割目の縁

匝::ヨ角礫化音1{の縁

団断層角礫(先鉱化)

E雷同上(後鉱化)

[;ヨ薬理面

[回流理爾

[1コ節理

Eヨ片状構造

図9

田山鉱床の平面地

質図.

鉱石の爆裂温度は赤鉄鉱化鉱石で350-4500C以下で

あるが磁鉄鉱か多いものでは450.C一部700℃に達

する温度カミ得られており一部で｡remagmaの可能性

カミのべられているカミｰ殻には熱水性交代充填鉱床説カミ

考えられている.この種の鉱床は梅山式と呼ばれほ

=ユスナサソナソサソメイツイサソシヤオトyサゾ

かに年首山南山上部梅子山小東山上部などカミこ

のタイプに属する.

鳳鳳山鉱床は野岩の縁辺に産する点で梅山式と同様で

あるが壁岩は火山岩でなくその下位の堆積岩である

点で異っている.鉱床は層状レンズ状であり主に

黄馬青組下部層砂岩質岩一部扮岩中に存在する.鉱

化は背斜軸層理面不整合面などの堆積岩構造接触

面玲岩の形態などに規制される.

磁鉄鉱の産状変質作用も梅山式と似ているカミ金雲

母が多産し基本的鉱物組合せは金雲母一燐灰石一磁鉄

鉱である･縞状鉱が目立つ(写真13).磁鉄鉱の爆裂温

度は330-370.C以下主に熱水充填一部は熱水交代

作用で生成したものと考えられている.この式のもの

ペイシャンサソチソツオソサソフｰ岳サソツオソチウチ引ソサン

として白象山前鏡山和睦山鉾九其休山など

カミある.

以上について田山式の鉱床も大規模である.田山は�
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凹出鉱床の北北酉一南南東断面図.

I･早期と中間期熱水変質帯皿･重複変質帯

I皿｡淡色化変質帯1.第四紀層2.凝灰岩3.

安山岩4｡斑励閃緑岩5一角礫化帯6｡黄鉄鉱

7.高品位鉄鉱(アクチノ閃石一燐灰石一磁鉄鉱)

8.中品位鉄鉱(アルバイトｰアクチノ閃石一磁

鉄鉱)9･低品位鉄鉱(アクチノ閃石一燐灰石

一磁鉄鉱)10.高品位鉄鉱脈(アクチノ閃石一

燐灰石一磁鉄鉱)11.磁鉄鉱含有アクチノ閃石

一アルバイト12.普通輝石含有アルバイト

ユ3.熱水変質化岩石の境界14.熱水変質帯の境

界.

大規模な露天堀り鉱山として盛んに稼行されている

(写真14).この型式の主たる鉱体は接触面とその内側

の斑岩体内にある一四山では(図910)安山岩類に貫入

する直径4kmの岩体(図7)の北縁部に小突起部があっ

て著るしい角礫化をうけ広範囲に鉱化を蒙むる.高

品位部は勢岩中でレンズ状であり安山岩中では脈状鉱

体が多い.構造規制は岩体頂部の固結による収縮裂か

空隙の発達角礫パイプそして断層などである.基

本的には透輝石一燐灰石一磁鉄鉱の組合せを有する.

田山では燐灰石とアグノチ閃石の巨晶が見事である(写

真15)一磁鉄鉱燐灰石の爆裂温度は450-500℃以下

ペグマタイト～気成熱水性の交代充填鉱床と考えられて

タ】トソサソテイソサソロポサソタイサソ

いる.類似の鉱床には大東山丁山夢ト山太山上

部などカミある.

野岩岩体の更に内部に発達するものとして前出の吉

山陶村などがあってこれは陶村式と呼ばれる.こ

れは玲岩体周辺の冷却による割目を中心にみられ鉱染

状鉱の比率が高く品位も低いことが多いが規模は大

きい.Na一柱石一透輝石一燐灰石一磁鉄鉱透輝石一

燐灰石一磁鉄鉱の基本的組合せを有する.磁鉄鉱の爆

裂温度は355-430.C以下であり高温の熱水性交代鉱

�

瘀

写真15田山

十59mL

燐灰石の淡紅色巨晶.

床と考えられている｡陶村吉山のほか和尚橋

ナソサソ肩一シソウナルカソタイサソ

南山下部落星臥几闇大山梅山深部がこのタイプ

に属する.

以上カミ主要な鉄鉱床であるがほかに火山岩類中には

層理面に規制された層状の石英一錬鉄鉱層や重晶石一石英

一歩鉱鉱層がありジュラ紀堆積岩中には層状の黄鉄鉱一

石膏鉱層も知られている.これらのあるものには同生

4鳶江和1僚㌫

彩董㌧㌃一

∴㌧国イ祭一

図11

変質ゾｰニングの模式図｡

1.普通輝石安山岩2.斑紡閃緑粉岩

3､中間プロピライト化変質4｡珪化

粘土化絹雲母化5､高品位鉄鉱6｡

鉱染状鉱7一黄鉄鉱一赤鉄鉱一石英一

炭酸塊化(重複変質).�
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鉱床の可能性も考えられるであろう.

鉱化変質作用の特徴

野岩鉄鉱床の構造的た特徴は次のようにまとめられる.

(i)鉱床は貫入キュポラに濃集する.

(ii)角礫化が非常に一般的である.

(iii)鉱化は網状脈状に開放割目をみたして生じた屯

これらは水に飽和したマグマカミ浅所に貫入し閉鎖系環

境で水蒸気爆発を伴いながら(陶1980)固結したこと

を示しておりホｰフィリｰ型銅鉱床の生成と共通する

性格を持っている.

同様な共通性は垂直的狂鉱化変質範囲が大きいこと

(1km以上)上下のゾｰニングが明瞭であることなど

にもみられる.野岩鉄鉱にみられる鉱化変質は以下の

早中晩期に3分される(図11).

早期の変質作用は一般に深部にみられ上下に700m

以上の大きな規模を持つ･アルバイト化柱石化透

輝石化石榴石化など水を含まない珪酸塩鉱物で特徴

ずげられスカルン化に類似するがアルバイト化が顕

著である点が異なる.磁鉄鉱はこの時期の末期に多量

にみられその産状は主に鉱染状である.

中期に変質作用はアクチノ閃石金雲母アルバイ

トカリウム長石緑簾石緑泥石炭酸塩岩などの

主として含水珪酸塩鉱物で特徴ずけられる.プロピラ

イト化変質に若干類似する･多量の磁鉄鉱が鉱染状

塊状角礫状などでみられる.

晩期の変質作用は珪化(主に石英)粘土化炭酸塩化

硬石膏化で特徴ずけられる｡黄鉄鉱化や明磐石化も著

写真16東山アクチノ閃石の巨晶を埋める磁鉄鉱

しい･前2期の鉱化変質帯と重複する･野岩鉄鉱の

磁鉄鉱はかなり赤鉄鉱化をうけるがこれはこの時期の

変質によるものと思われる･鉱体周縁に多い黄鉄鉱も

主にこの時期に生成されたものである.この時期には

鉱液のfO･fS･が上昇したことは明らかでその一因

に地表水の影響が考えられるが酸素･水素同位体の研

究はまだおこなわれていない.

鉄の濃集機構

玲岩鉄鉱の生成の場は概念的には図12のようにまと

められる.梅山鉱床のような塊状鉱体をみる時マグ

マ分化作用による鉄の濃集すなわちそれが隆流すれば

チリのエル･ラコの様な磁鉄鉱溶岩流としてみられるの

では狂いかの想いが浮ぶ.翁･王(1981)は鉱床に関

係する貫入岩のMgo/(Mgo+F.o)は40前後であるのに

一

1軍1

�

､､

卜§

⊥､↓

�

臣1目1慶･圏･園･E;コ･日･騒鰯･籔.皿･百垣10惚

図12助岩鉄鉱鉱生成の模式図.

1.青竜群石灰岩(T｡一｡)2､黄馬青組砂岩頁岩(丁畠)3｡象山群砂岩(J､一重)4.竜王山大王山

期火山岩(J畠/K･)5･斑紡閃緑扮岩一班蛎閃緑岩6･変質分帯境界線7.角礫鉱石8.塊状鉱石

9｡錬鉄鉱又は磁鉄鉱脈10.層状鉄鉱11.黄鉄鉱化12.磁鉄鉱鉱染.①章旗山式②竹園山式

③竜虎山式④梅山式⑤田山式⑥陶村式⑦向山式(黄鉄鉱)⑧姑山式I.下部淡色化変質

帯皿･中部暗色化変質帯皿.上部淡色化変質帯.�
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対し不毛の貫入岩では30以下であることから安山岩

組成時において寧が分離濃集しfO｡の上昇により酸化

物として晶出したものと考えている.一方その後の｡

熱水期においては鉄はナトリウムと錯イオンを作り

それが地表近くのpHEhの変化のために分解し鉄酸

化物の沈殿と著しいアルバイト化をもたらしたものと説

明した.

これに対して王ら(1980)は鉱化変質作用を早期の

気成一熱水期(Na一とNa-Fe-Mg変質)と晩期の中温熱

水期とに分け磁鉄鉱は熱水濡動を通してのFeク)濃集

により生成したもので鉄の起源としては母岩に含まれ

る鉄の再循環を考えている.母岩の変質帯における鉄

の増減をみる隈ゆ鉄の溶脱は顕著ではない.鉄の濃

集機構としてはメルトよりもこの様な熱水を媒体とし

たものを考える方が中国の地質家には多いように見受

けられる.

あとがき

玲岩鉄鉱は磁鉄鉱系安山岩質マグマが地表下1～2km

の浅所に貫入し水に過飽和状態となって水蒸気爆発を

繰返して角礫化や鉄の濃集を進行させなカミら生成したも

のである.そのマグマは熱水変質鉱物から推察して

塩素に富んでいたものと考えられる･そして生成の中

一末期には地表入の混入もあった.すなわち野岩鉄

鉱の成因は硫黄が少狂いホｰフィリｰ型銅鉱床と同様に

みることができる.

この様在鉱床は日本の西南目本内帯の中生代後期火山

帯には見当たらずまた日本のこの帯ではチタン鉄鉱系

火山岩類が卓越するのでこの種の鉱床は期待でき狂い

のでは校がろうか･韓国の慶尚盆地とその白亜紀火山

活動は日本の吉舎安山岩類よりも揚子江下流域の生成

環境に類似している｡そこには若干の角礫岩を伴う磁

写真18南京地質鉱産研究所玄関と友人達右から目

端文張南海業治揮(所長)筆者李文達

(副所長)桃湛一の各氏.

写真17田山脈状黄鉄鉱を手掘りする農家の人達.冶金工

業部としては不純物除去農民にとっては副収入の利

益がある.

鉄鉱鉱床も知られている.一方チリの中生代鉄鉱床

は斑岩鉄鉱床と共通する性質を持っている.しかし相

違点も多く玲岩鉄鉱床はやはり中国大陸地殻内で生じ

た独自のタイプの鉱床であると言える.

ここに記述した内容の多くは末尾文献のうちr寧蕪玲

岩鉄鉱｣をより所としている.この大作は南京地質鉱

産研究所(写真18)を中心とする全国規模のこの鉱床に関

する共同研究結果の総活である.個々の論文も数多く

あるがここでは本文に関係するものから新しいものを

若干掲載した･これら原典を読むに当って李文達教授

の援助をうけた.

終りに望み現地調査において筆者の案内の労をとら

れかつ種々の助言を惜しまれなかった南京地質鉱産研

究所李文達副所長張南海氏をはじめとする関係各位に

ゃ礼申し上げる.また訪間した各鉱山で熱心に案内と

説明をして下さった冶金工業部の各位および地質部の第

322地質大隊の皆様方にも心からお礼申し上げる.
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